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１．目的
　鉄筋腐食により劣化したＲＣ構造物の補修に対して、そ
の劣化したコンクリート部分をはつり取り、ポリマーセメ
ントモルタル等の材料を用いて補修する断面修復工法が一
般的に適用されている１）。実施工においては、対象構造物
の状況や環境条件など様々な要因のもとで実施されるため、
それらに対応した的確な施工を行い、品質確保を図ること
が肝要である。
　断面修復工法において補修材の付着・充填性状は、補修
材の剥離や鉄筋腐食等、補修箇所の再劣化に関する重要な
因子であると考えられる。そこで、施工性および付着・充
填性状を検証するため、供試体を作成し断面修復を実施し
たので、その内容について報告する。
２．試験施工の実施概要と検討項目
２－１．試験施工の概要
　高架橋中間スラブの下面補修を想定し、主筋および配力
筋を配置した供試体を作製した。その概要を図１に示す。
躯体コンクリートと補修材との付着性状を評価するため、
実施工と同様にはつり面の処理は電動ピックを使用した。
断面修復方法は湿式によるモルタル吹付け工法とした。そ
して、はつり面を下向きに供試体を架台に設置し、上向き
方向にて吹付けを実施した。一例として鉄筋背面への吹付
け状況を図２に示す。

　実施材料は、湿式吹付け
による断面修復補修用とし
て市販されている、８メー
カー９材料のポリマーセメ
ントモルタルを選定し、配
合および施工は各々メーカ
ーの仕様に基づくものとし
た。
２－２．検討項目
　断面修復に要求される性能に関して、主に表１に示す項
目に着目し検討を行うこととした。

　実施工の場合、腐食した鉄筋のケレンを行うため、鉄筋
背面の空きを確保する必要がある。その部分に対する補修
材の充填性が耐久性等の補修品質に影響を及ぼすと考えら
れる。したがって、配力筋（深部鉄筋）背面からコンクリ
ートはつり面までの間隔（図１における※で示した値）を、
10ｍｍおよび 20mm の２種類を標準として設定し、充填
性に関する比較検討を行うこととした。
　付着性状の評価については、鉄筋間にφ75mmのコア削
孔による切り込みを入れ、施工後材齢 28 日における建研
式付着試験を実施して行った。
３．施工の結果と考察
３－１．鉄筋背面の充填性に関する検討
　鉄筋背面およびその周囲における充填性を確認するため、
図１の破線の位置で供試体の切断を行った。その結果、一
部において鉄筋周辺部に空隙が認められた。その断面状況
の例を図３に示す。
　図３左は鉄筋背面に空隙がみられる場合である。程度の
差はあるが、同様な状況が多くの場合において認められた。
図３右は主筋と平行方向に、その近傍で切断した状況であ
る（断面手前側に空隙と平行して主筋が配置されていた、
図で確認できる鉄筋は深部の配力筋である）。これより、鉄
筋背面部に十分に補修材が充填されていない状況が確認で
きた。また、図４左のように補修材の層間部分に沿って空
隙が存在するもの、図４右のように母材コンクリートとの
境界面において充填が不十分なものもみられた。
　これらの結果より、吹付けによる断面修復を実施する場
合、特に鉄筋背面およびその周囲に対する施工が弱点とな

検討項目 評価内容

施工性
吹付け厚，分割層数，施工時間，施工機械，上向き
施工に対する影響

充填性
鉄筋背面のはつり深さに関する充填性，鉄筋背面お
よび近傍の空隙の有無

付着性状
付着強度，付着試験における破断位置・破断形状，
下地処理・層間処理の影響

表１　吹付け性能に関する検討項目
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図２　吹付け実施状況

図１　試験体の概要
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りやすいことがわかった。したがって、鉄筋周囲の吹付け
を実施する場合、その充填性に関して細心の注意で施工管
理を行う必要がある。
３－２．付着性状に関する検討
　９種類の材料の、鉄筋背後間
隔10mmと20mmの各供試体
の計 18 体について、それぞれ
３箇所ずつ（計 54 箇所）付着
試験を実施した。その結果、54
箇所のうち 50 箇所は母材コン
クリートとの界面近傍で破断
（以下、界面破断と記す）し、
残りの４個所については補修材内部で破断した。界面近傍
で破断した補修材側の破断面の例を図５に示す。
　ここで、濃い灰色の部分が補修材であり、この部分が母
材コンクリートと接していた境界面である。また、やや白
い部分は母材コンクリートの極めて表層部分が、補修材側
に付着し剥れたものである。
　界面破断の状況毎に付着強度の関係を示したものを図６
に示す。ここで横軸は、補修材側の界面破断面に付着した
母材コンクリートの面積割合を表している。
　これより、母材コンクリート部が付着した割合が多いも
のほど、付着強度のばらつきが大きくなる傾向にあること
がわかる。補修材に付着しているコンクリートは、はつり
面から薄層部分のものである場合がほとんどであった。こ

のことより、はつりの際にごく表層部分のコンクリートを
弱め、その部分において破断した可能性も否定できない。
ちなみに母材コンクリート部に対して同様に付着強度を測
定したところ、およそ3 N/mm2であった。
　一方、図６中において左方にあるデータほど、補修材と
母材コンクリートとの境界面で完全に剥れているものであ
るため、これらは補修材とコンクリートとの接着不良が原
因であると考えられる。なお、界面破断と判断したが一部
補修材の内部にわたり破断した場合もあった。
　図６に示した折れ線は、深部鉄筋背面の間隔が10mmと
20mmの場合の、各々付着強度の平均値を示している。こ
れより、鉄筋背面間隔の大きい20mmの方が付着強度が概
して低いことがわかる。付着試験は鉄筋間で行っているた
め、鉄筋背面間隔が付着強度に与える影響は無いものと考
えていたが、この結果から鉄筋間隔が大きい場合、吹付け
充填性能を低下させる影響があるものと想定される。
３－３．厚付け性能と付着性状との関係
　本施工のように深部鉄筋の背後までの補修を行った場合、
スラブではその補修厚は 100mm 前後（今回の設定は 70
～80mm）となることが多い。特にスラブ下面の補修では、
上向きに補修材を塗り重ねるため、施工性や付着性に関し
てより厳しい条件となる。そのため、付着性を高め施工効
率を改善するため、厚付け性能を向上した材料も提案され
ており、本試験施工材料もそれらを中心として選定した。
　今回実施した９材料における、施工に要した（分割）層
数の内訳およびそれぞれの場合に対する付着強度の平均値
を表２に示す。分割層数が少ない材料ほど、より厚付け性
能が高いものであるといえる。
　この結果より、分割層数を多くして１層あたりの施工厚

を少なくするこ
とではないと判
厚さを増し、分
料ほど、付着強
あると考えられ
４．まとめ
　本試験でわか
・鉄筋露出部に
よび周囲に対す
・付着試験にて
部が付着した割
大きくなる傾向
・深部鉄筋の背
比較して付着強
・１層施工厚を
性能の高い材料
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図５　付着試験破断面

図３　鉄筋周辺部における補修材の空隙状況

図４　空隙の発生例

図６　界面破断における破界面の状況と付着強度の関係
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表２　９材料の施工層数内訳
とが、必ずしも付着強度の発現に有利なこ
断できる。言い換えると、１層で吹付ける
割層数を少なくできる厚付け性能の高い材
度に対しても有利な結果が得られる傾向に
る。

ったことを以下に記す。
対して吹付け施工を行う場合、鉄筋背面お
る充填に特に留意する必要がある。
界面破断を生じた場合、母材コンクリート
合が多いものほど、付着強度のばらつきが
にある
面間隔が 10mmの方が、20mmの場合に
度が確保されやすい。
大きくし、分割層数を少なくできる厚付け
ほど、付着性状に対しても有利である。

好史他：コンクリート構造物の断面修復箇
コンクリート工学，Vol39，No.12，2001.12

分割層数毎の材料数（全９材料）
２層 ３層 ４層 ５層

10mm 1 2 3 3
20mm 1 2 3 3
/mm2） 1.35 1.22 1.13 0.91


